して、 何 か 底 光の する、 むしむしと 紫に 曇った 奇怪な 

一脈の 連峰 を さへ 現出して ゐる。 その 白金の 覆輪が ま 

た 何よりも 強く 眼 を 射った ので ある。 その 下流の 右岸 

に は 秀麗な 角錐 形の 山、 (それ は 夕 暮富士 だと 後で 聞 

いたが) 山の頂 辺に 細い 縦の 裂 目の ある 小 松 色の 山が、 

白い 河洲の 緩い 彎曲 線と 程よ い 近景 を 成して、 遙には 

暗雲の 低迷した、 それ は 恐らく 驟雨の 最中で あるで あ 

らうと ころの 伊吹山の あたりまで バックに、 ひろびろ 

と 霞んだ、 うち 展 けた 平野の 青田 も 眺められた。 

その 左岸の 犬 山の 城で ある。 



私 はわが 子の 両手 を 強く 握った。 —— よく 一 緒に 遣 

つて 来た。 来て ほんと によかった の だ。 

まことに 白 帝 城 は 日本 ライン の 白い 兜で ある。 

おお、 さう して、 白い 藤た けた 昼の かたわれ 月が、 

おお、 ちゃう ど その 白い 兜の 八幡 座に ある。 

白 帝 城に 登った の は、 その上の 麓の 彩雲 閣 (名 鉄 経 

営) の楼 上が、 隆太郎 の 所謂 「香 ひの する 魚」 を 冷い 

ビ ー ルの 乾杯で、 初めて 爽快に 風味して、 ややし ばら 

く 飽満した、 その後の ことであった。 

その 白 帝 園の 裏手から 葉桜の 土手 を 歩いて 右へ、 緩 



しい 訃報 を 新聞で 知った の も その 時であった。 

今、 私の 愛児 は、 幼年 紳士 は、 急 斜面の 弧の、 白い 

石の 太鼓橋 を 欄干に つかまり つかまり 遮 一 一 無 一 一 匍 ひ 登 

らうと して ゐる。 一行の 誰彼が 面白がって、 よいし 

よ/^ と 背後から 押し あげて ゐる。 隆太郎 は嬉々 とし 

て 声を立てる。 やっと 上った ところで、 半ズボンの 両 

脚 を 前へ つる/^/^ である。 父の 私 も 前 廻りして 手 

をう つて 囉し 立てる。 

昔と 今と、 変れば 変る もの だと、 私 は 思 ふ、 さう だ 

あの 頃 はま だ 日本 ラインと いふ 名 すら さして 知られて 

なかった の だ。 



ちを迎 へた。 役場から 見えて ゐ たので ある。 

旧記に 観る と、 この 犬 山の 城 は、 永享の 末に 斯波氏 

の 家臣 織 田 氏が この 地を領 し、 斯波 満植が 初めて 築い 

たと ある。 斯波 氏が 滅びてから 織 田、 徳 川の 一 族が 拠 

つて 武威 を 張った。 小牧山 合戦の 際に は 秀吉も 入城し 

たこと があった とかい ふ。 一時 天下が 家康に 帰して か 

らは、 尾 州 侯の 家老 成 瀬 隼 人が 封せられ た。 それ以来 

明治維新まで 連綿と して 同家 九 代の 居城と して 光った _ 

現存の 天主 閣は慶 長 四 年の 秋に、 家 康が濃 州 金山の 

城主 森 忠政を 信 州 川 中島に 転 封した をり、 その 天主 閣 



と楼 櫓と を 時の 犬 山城 主 石 川 光吉に 与へ た。 それ を翌 

る 年の 五月に 木曾川 を 下して この 犬 山に 運び、 之 を 築 

き あげた ものである。 斎 藤 大納言 正 茂の 建築 ださう で 

ある。 

この 白 帝 城 は 美しい。 その 綜合 的 美観 は その 位置と 

丘陵の 高さと が、 明らかにして 洋々 たる 河川の 大景と 

相俟って、 よく 調和し 映 照して ゐる にある。 加へ て、 

蒼 古な 森林 相が その 麓から うち 騰 つて ゐる。 展望す る 

に、 はてしない 平野の 銀と 緑 〔# 「緑」 は 底本で は 「縁 匕 

と 紫の 煙霞が ある。 山城と しての この プラン は 桃 山 時 



代の 粋を尽 した 城堡 建築の 好 模型 だとい ふが、 さう い 

へばよ く肯 かれる。 

ただ 僅に 残って、 今に 聳える 天主 閣の 正しい 均斉、 

その 高欄 をめ ぐらし、 各層に 屋根 をつ けた 入母屋 作り 

の甍 〔# 「甍」 は 底本で は 「薨 匕、 その 白堊の 城。 

外観 こそ は 三 層で あるが、 内部に 入れば それ は 五 層 

に 高ま つて ゆく。 

その 五 層の、 昔ながら の 木の 階段 をの ぼる 時、 隆太 

郎は危 ふくころ びかけ た。 さう して その 従兄の 八 高 生 

から 引つ 擁 へて もらった。 

「何で こんなに 暗い の、 何で こんなに 暗い の ご 



と 言 ひ 言 ひして 上って 来た。 

「あ、 名古屋 城が 見える ご と、 誰かが 叫んだ。 

天主 閣の 最上 層の 高欄へ 出た ところで、 私たち はま 

づ 南方の 大 平野 を 瞰 望した。 きの ふ 電車で 駛 〔# 「駛」 

は 底本で は 「※ 〔# 「馬 + 央」、 ^下^ 匕 U つて 来た 沿線の 

曠 田 の 緑と 蓮 池ら し い 薄紅 の 点綴が 遙に 模糊と し た 曇 

天 光まで 続いて、 ただ 一 つの 巒 色の 濃い 小牧 山が 低く 

小さく 欝 屈して ゐる その 左に、 髡髴 として 立つ 紫の 幻 

塔が 見える。 それが 金城 だとい ふので ある。 さう 聞け 

ば 何 か 閃々 たる 気魄が 光って ゐる やうで も ある。 



へ 到る 石 舟の 白帆 は 風 を 孕んで、 壮大な 三角洲の 白砂 

と 水と に 照り 明って、 かげって、 通り過ぎる。 低く、 

やなぎ 

また、 ひろびろと 相 隔たった 両岸の 松と 楊と 竹 藪と、 

さう して 走る 自転車の 輪の 光。 

白 帝 城 は 絶勝の 位置に ある。 

私 は 更に 俯瞰して、 二 層 目の 入母屋の 甍 〔# 「甍」 は 

底本で は 「薨匕 に、 ほのかに、 それ は 奥ゆかしく、 薄く 

れなゐ の 線 状の 合歓の 花の 咲いて ゐ るの を 見た。 樹木 

の 花 を 上から これほど 近く 親しく 観る こと は 初めてで 

ある、 いかにも 季節 は 夏 だと 感じられる。 



絶壁の 上の 楓の 老樹 も 手に 届く ばかりに 参 差と 枝 を 

分ち、 葉 を 交へ て、 鮮明に、 澄んで 閑 かな、 ちらちら 

とした 光線で ある。 

幾 百年と 経った 大木の 樟は 樹皮 は 禿げ、 枝 〔# 「枝」 

は 底本で は 「技 匕 は 裂けて いい 寂 色に 古びて ゐる。 そ 

の 梢の 群青 を 鴉が はたはたと 動かして 留まる。 かをォ 

かをォ である。 

古風な 白 帝 城。 

水道の 取 入口 は 河に 臨んで、 その 城の 絶壁の 下に あ 

つた。 



私たち は 城 を 降りる と、 再び 暑熱と 外 光の 中の 点景 

人物と なった。 ひらひらと、 しきりに 白い 扇が 羽ばた 

き 出した。 

公園から だらだらの 坂 を 西 谷の 方へ、 曰かげ を 選み 

選み 小 急ぎに なると、 桑畑の 中へ 折れた ところで、 し 

をら しい 赤い 鳳仙花が 眼に ついた。 もう 秋 だな と 思 ふ _ 

簡素な 洋風の 家が ある。 入口 は 開け っぱなしで、 粗 

末な 卓に 何 か 仕事して ゐる ワイシャツの 人が ある。 役 

場の 老人が そこで 何かと 挨拶 をす る。 幽かに 私の 名 を 

言 つて ゐる。 

私たち は 洞門に 入る。 外へ 出る と 豁然と ひらけて、 



白い かたわれ 月 は 黄に 明るく 匂って 来る。 さう して 

その 空の、 私から は 見えぬ ほのかに 白い 白 帝 城 を、 私 

の 小さい 分身の 子どもが、 立って、 停って、 仰いで ゐ 

る。 

さま ねむ 

ちかぢかと 城の 狭間より 見お ろして こず ゑの 合歓 

のちり がた の はな (白 帝 城) 

わん がら に ほ 

花火 過ぎ 水に ただよ ふ 椀 殻 は 鳩の 鳥より なほ あは 

れ なり 

(犬 山より 木曾川 を 下る) 

水車 船 瀬々 にも やひて 搗く杵 のしろ く かそけ き 夏 
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